
校訓

年 3 月 8 日

　３月に入り、学校では１年間のまとめの時期に入っています。各学年とも学習・生活
等の締めくくりを行っています。特に６年生は、小学校生活６年間の総まとめとして、
様々な活動に思いを込めて取り組んでいます。また、幼稚園でも園児たちが日々の生活
をしっかりと送りながら、卒園に向けてがんばっているところです。残りの１日
１日を大切にして、充実した気持ちで卒業式・卒園式を迎えてくれるものと
思います。

　２月１６日（木）に本年度最後の「ブックフ
レンド」がありました。今年度は松本昌子様・
村瀬季代子様・山本実義様・谷口佳美様・北村
峰子様の５名の皆様にお世話になりました。そ
れぞれの学年に合わせて工夫されたお話で、毎
回子どもたちは興味津々でした。また２月２１
日（火）には、職員による読み聞かせ「お話市
場」がありました。子どもたちが本のタイトル
を見て好きな場所に行く方式で、いつもと雰囲
気の違う先生の読み聞かせに満足そうな表情で
した。さらに、２月２８日（火）には「図書委
員による読み聞かせ」がありました。子どもに
よる読み聞かせは新鮮味があります。読んでい
る図書委員は緊張気味でしたが、終わると達成
感に溢れていました。様々な読み聞かせの方法により子どもたちの心が育っているのを
感じます。

　５つの幼稚園（柴山幼稚園・奥佐津幼稚園・佐津幼稚園・長井幼稚園・余部幼稚園）
の園児１８名が集まって今年度最後のわくわく交流会を柴山幼稚園で行いました。ふれ
あい遊び「なんでもバスケット」（題目を言っての椅子取りゲーム）やなかよしタイム

での大型ブロック・積み木・ままご
となどをして楽しみました。途中、
記念撮影もしました。最後に思い出
鑑賞会をして「また会おうね・あり
がとう」を伝えあってさよならをし
ました。柴山幼稚園の４人は迎え入
れる立場として最初と最後にあいさ
つをしっかりとできました。
　みんなしっかりとお話を聞いて、
大変仲良くできていました。４月か
らピカピカの１年生として、それぞ
れの学校で元気よくがんばってくれ
そうです。
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　卒業を迎え、間もなく小学校を巣立っていく６年生１１名に対し、１～５年生で感謝
の気持ちや激励のことばを伝える「６年生を送る会」を行いました。各学年それぞれ工
夫して６年生との思い出・６年生のすばらしさ・ありがとうの気持ち等を様々な形で表
しました。「いつもやさしくしてもらいました」「丁寧に○○を教えてくださいました」
「行事ではリードしていただきました」等々のことばを聞くと、改めて６年生の活躍ぶ
りが伺えました。６年生がいたからこそ、できた行事がたくさんありました。最上級生
として、本当によくがんばってくれました。自信を持って６年生を中学校へ送り出すこ
とができそうです。
　６年生からは、各学年への思いをメッセージとして伝えました。特に５年生には最高
学年として「学校をよろしく」「自分たちを越えて」という激励のことばがありました。
今回のこの企画は５年生が中心となって行いました。準備・片付けもしっかりとできま
した。５年生に柴山小学校を任せられそうだと感じました。

　新年度に向けて着々と準備が進んでいます。まずは、子どもたちの代表である児童会
役員の引継ぎがありました。新役員の「こんな学校にしたい」という思いを全校生で受
け止めました。みんなでしっかりと協力していくものと思います。次の日にはＰＴＡ役
員の引継会がありました。本年度の役員の皆様には様々な活動を推進していただきまし
た。感謝申し上げます。新役員の皆様には（正式にはＰＴＡ総会で承認となりますが）
４月当初からお世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。

　３月１日（水）が本年度最後の「じゅうじつの日」でした。子どもたちで
考えた「情報モラル宣言」を意識して生活する日を設け、メディアとの付き合い方を見
つめ直す機会としました。月２回の取組でしたが、振り返りや保護者の方に感想を書い
ていただくことにより子どもたちの意識が高まってきました。これが日々の生活に根づ
いていくよう引き続きご協力をお願いいたします。

　浦上地区の通学路の途中（浦上方面からの県道上で上計の中道に
入る手前）で山手から石が落ちている箇所があります。見守り隊の
方からご指摘をいただき関係機関にも連絡しています。子どもたちには状況を説明
していますが、登下校だけでなく、普段の生活でも注意が必要です。ご家庭・地域
でもご注意いただきますとありがたいです。よろしくお願いいたします。

（文責 校長 上田 通治）


